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 脂質を扱う研究は一見して非常に難しく，参入するハードルが高いと考えられがちである。

その理由として，DNA やタンパク質のような馴染み深い生体分子とは異なり，脂質は高い疎

水性を持つため，一般的な分子生物学的実験とは全く異なる技術が必要となることが挙げら

れる。また，生体内には膨大な数の脂質分子種が存在するにも関わらず，脂質がタンパク質

のように直接ゲノムにコードされた生体分子ではないため，ポストゲノム時代にあっても脂

質分子に関する情報を簡単には得ることができないことも一因であろう。脂質は，研究対象

として何かと敬遠されがちであるが，生物を理解する上で，その普遍性や多様性を看過する

ことはできない。我々は，幅広い層が植物脂質の魅力とポテンシャルに気づくとともに植物

脂質研究に親しみを持てる場を提供しようと，日本植物学会第 87 回大会（札幌）において「脂

質が旗振る植物の生命現象」と題したシンポジウムを企画した。本総説集は，脂質と植物の

生命現象の関わりについて，実例を交えながら最新の研究知見が共有された本シンポジウム

の内容を基に執筆されたものである。 
本総説集の特徴として，執筆者の多くがもともと脂質研究にバックグラウンドを持たない

研究者であることが挙げられる。また，各総説において取り上げる題材も，分子・生体膜・

細胞小器官・細胞・組織・個体など広範な生命現象の階層をまたぐものである。そのため本

総説集は，普段脂質研究に馴染みがない方にも親しみやすく，かつ幅広い生命現象の階層に

おいて脂質が重要な働きを持つことを実感してもらうことができる構成になっている。本総

説集を通じて，さまざまな層の読者と研究対象としての脂質の魅力とポテンシャルを共有で

きれば幸いである。特に，脂質が実に多様な方法を通して多彩な生命現象を制御しているこ

とを認識するとともに，脂質との関わりという新たな視点から個々の研究を見直す機会を提

供できれば幸いである。 


